
【３】秋田県 

１ 幼児教育関連事業の経緯 

・平成 16年「秋田県幼児教育振興プログラム」の推進 

・平成 18年「秋田県０～２歳児の保育〔手引き〕」の作成 

・平成 20年「秋田県就学前教育振興アクションプログラム」の策定 

 

２ 基本方針 

・０歳から 18 歳まで、一貫した流れの中で望ましい育ちを目指し、子どもの目線に立って、

一人一人に寄り添いつつ、生きる力の基礎を培う教育・保育の促進 

・自己を十分に発揮し、仲間と豊かにかかわりながら、主体的に遊びを楽しむ子どもの育成 

・基本コンセプト「はじまりは乳幼児期から」 

（０～５歳児のすべての子どもに質の高い教育・保育の機会の提供） 

 

３ 施策の具体 

① 教育・保育の充実 

   子どもの育ちを支える遊びの充実と保護者の役割 

体験活動の充実 

障害を有する等特別な配慮が必要な乳幼児への支援 

幼稚園と保育所等の連携 

小学校との連携 

② 教職員の資質向上 

   保育者の資質及び専門性の向上 

   研修の充実 

③ 家庭や地域社会との連携の推進 

   子育て支援の充実 

   開かれた就学前教室の推進 

④ 就学前教育の振興及び理解推進 

   アクションプログラムの活用と策定 

 

 

 

 

 

 

 

【秋田県の取組から】 

・０歳から 18 歳までの、一貫

した流れの中で望まし育ち

の入り口（土台）として乳

幼児期の教育を重視 

・「秋田県就学前教育振興プロ

グラム（平成 16 年）」を基

に、国の「幼児教育振興ア

クションプログラム（平成

18 年）」を受けて、「秋田県

就学前教育振興アクション

プログラム（平成 20 年）」

を策定 

・幼児・養護教育課⇒幼保推進

課と、幼児教育推進に特化

した組織の存在 

 







【４】長野県の様子 

１ 幼児教育関連事業の経緯 

・幼稚園・保育所、地域、家庭における 0 歳からの子育ちを支援する指針として、「0 歳か

らの信州子育ちのために（長野県幼児教育振興プログラム）」を平成 17 年 3 月に策定 

・親が子どもにきちんとかかわり、子どもに関わる課題に親が主体的に取り組むことの重要

性を改めて確認し、「子育ち」をしっかりと支えることのできる親となるためにはどのよ

うなことが必要かなどについて「0歳からの信州子育ちのために（長野県幼児教育振興プ

ログラムⅡ）」を策定。 

 

２ 基本方針 

・幼児期を、生涯にわたる人間形成の基礎、生活や教育の基礎、「後伸びする力」が培われ

る大切な時期ととらえ、「社会力」を育てることでその基礎作りを図る。 

・「人へ信頼感、思いやりのもてる子ども」「自分から人とかかわる子ども」に向けて 0歳か

らの子育ちを支援 

・望ましい「子育ち」には、それを支えるための「親育ち」が不可欠。「0歳からの子育ち」

も「親育ち」も、「みんなで保育」を通じて達成され、「みんなで保育」に還元されていく。 

 

３ 施策の具体 

（１）0歳からの子育ち支援の充実 

  ①子育ちのための家庭環境づくり 

  ②子育て家庭の仲間づくりや相談等への支援 

  ③地域の人々が参加する子育ち支援 

（２）幼稚園・保育所における保育の充実 

① 人とかかわる体験の充実 

② 自然体験・社会体験の充実 

③ 言葉や表現力、感性を養う活動の充実 

④ きめ細やかな保育の推進 

（３）教員・保育士の資質向上 

①目指す子ども増に向けた研究の充実 

②園内研修の充実 

（４）子どもの成長を支える事業 

  ①幼保の連携と合同研修 

  ②幼保小の連携 

（５）「みんなで子育て」を通した「親育ち」 

（６）「親育ち」をサポートする専門的ネットワークの構築 


